
海
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  真岡市田町２３１７ 

 

 海潮寺は室町時代の１５１０年に開山
かいざん

したと伝えられています。境内
けいだい

には名代官
めいだいかん

といわれ

た竹垣
たけがき

直
なお

温
ひろ

の徳政
とくせい

（人々をいたわり思いやりのある政治）を記念する碑
ひ

が建っています。ま

た、山門前
さんもんまえ

の橋は「蛇
へび

姫
ひめ

伝説
でんせつ

」の舞台
ぶ た い

でもあります。 

 

山門
さんもん

 

山門の屋根
や ね

は栃木県の特
とく

産品
さんひん

である大谷石

を瓦 状
かわらじょう

に削
けず

り、葺
ふ

いたもので、県下でも

めずらしい建物となっています。 

 

 

 

竹垣
たけがき

君
くん

徳政
とくせい

碑
ひ

 

真岡代官であった竹垣三
たけがきさん

右
う

衛門
え も ん

（直
なお

温
ひろ

）の徳
とく

をたたえ、

代官の支配下であった１８か村の人々が協力して建てた

ものです。 

（撮影 上野訓宏） 

（撮影 上野訓宏） 


